柿果の呈味成分に及ぼす各種要因の影響に就て by 森, 茂樹 & 加島, 守一
Title柿果の呈味成分に及ぼす各種要因の影?に就て
Author(s)森, 茂樹; 加島, 守一




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
           森 。加島;柿 果の呈味成分に及ぼす各種要因の影響に就て
               (家 蝿 に 封 す る 致 落 下 力 比 較 表)
 COOCH3  COOCH3    COOCH3    0CH3.  OCH3   0CH3   0CH3
〔瑠 ζ〔瑠:C〔〕li:llΣ〔〕(〕瓢 罵:畷 二〔〕簾 〔榴
NH2                                  NH2          NCS
>u    '<<     >11       ∀ >      V>     〈,へ     VV
 COOC2H5 COOC2Hb   COOC2H5   0C2H6   0C2H5   0C2Hb   OC2H5
〔〕翻:〔〕鑑 〔〕(〕1激〕二〕盤 〔〕ii:::ζ〔〕1艶罵
 NH2                                  NII2    NCS
      <<              > >     llv
      COOC3H7                0C3H5   0C3115
      〔瑠   〔〕=〕笥 〕器 一
      1[〈     V  [1     > >   . 11〈     c,,H50H     58.oo
       COOC4Hg    COOC41-lg    OC411g   OC411g
      濃 ζα〕瓢 〕(織α::蕊 潔 糊(分)
                                下段は5%溶 液
                          禁
                          ll   '
                          ＼/3.30                           0
                          /＼2.10
                          11
                          ＼/
         柿 果 の 呈 味 成 分 に 及 ぼ す 各 種 要 因 の 。
                影 響 に 就 て
                 森   茂  樹 ●.
                 加 島  守 一
  柿果の成分中主要なるものはペクチン,タ ンニン,有 機酸及び糖類であるが,前 三者は極め
 て少量で大部分ほ糖類であつて,糖 類もその大部分は還元糖である・從つて甘柿及び脱澁果は
 他の果實の如 く香氣は著しくないがビタミン類殊にビタミンCは 豊富で特有の濃厚な る甘味
 と相倹つて一般の嗜好によく迎へられることは望ましい・
  柿の呈味成分の特長は以上の通 りであるが,仔細に吟味すれば異品種間にはもとよりのこと,
                       (17)
           化 學 研 究 所 講 演 集 第+六 輯
同一品種聞に於て も栽培條件の相違によつて可威 りの攣動のあることは勿論である・本實験は
同一品種 の柿樹 を特定の異なる條件の下に於て報培 して得 られた果實の成分の分析 を行つた結
果 より二三の考察を加へんとするものである・
 本學農揚に特別の設計の下に設置せられた柿樹圃揚が ある.面 積24×36Mで 長邊(南 北)
は9匠 に分割せ られ,そ の一涯劃には6株 宛植樹 されてある・贔種は羅核無でその一果の重量
は160～200g,澁 柿であるが繊維質少 く甘味豊富且つ無核で脱澁後の食味は優れて居 るこは
周知の通 りで ある.         ・
 植樹は昭和9年 に行はれ,そ の後6年 間は全匠同一條件の下に施肥育成せ られたが,昭 和16
年以降施肥の條件 を異にする9匪 劃に分ち栽培育成せ られつつある・其の間年々幹問計測,勇
定量,樹 勢及び牧量(果 實個敏及び個慌重量)等 の調査が行はれ今 日に及んで居る・
 斯 くの如き條件の下にて裁培せ られた果實の呈味成分 の差異は分析組成によつて一見明瞭に
比較 し得る如 く豫想せ られ るが,實 際に於ては果樹の如 き永年作物に於ける肥料奴果 の獲現は
綾漫で あ り,又 圃揚の各匿劃閥に於て排水の條件に異る黙が あり,且 つ方向によつて日照度に
著 しき和違が あり,更 に果實各個膿間に於て も枝條の高低,日 照の陰陽の差等が あつて,試 料
の探渠に當つては綿密なる注意を要する・更に分析の實施 は探集直後矩時間に虞理 を行ふ必要
があり,勢 作の限度 より各匠各株 虻り探果して實験を行ふことが不可能であつたため,各 匿劃
より熟度ほ 穿同程度の もの激個探取 して試験に供用した・
 分析の實施は咋年第1回 今年第2回 目を行つたのであるが,第1回 の實験結果はこ 曳には省
略する・但 し今年第2回 目の實駄に於ては第1回 の實験結果に封 し諸種の観黙 より省察 を加へ
試料の探 集に細心の注意 を彿ひ,各 匠劃の特定の株 より熟度ほ や同等と観察せられた ものを探
り,之 を分析に供用 した・その結果は第1表 の通 りで ある.
                第    1   表
一 閥 撫1・ ン漏 萬犠 凶 全 糖
            I    P-         %          99         %
      1      3         0.06         13.00           fr.U'3          13.63
      皿      3         0.10          12.36           0.45          12.81
      皿      3         0.11          13,97           0.16          14、13
      W4 0.22 14ユ0 '0.37 14,47
  /1、V3 0.13 1554 0.27 tt 15.81
      VI     3        0.36         11.90           0.31          12。21
      マ置3 0.20 13.45  0.48 13.93
      V皿3 0.26 12.65  0.39 13.04
      1×3 0.48 13.47 0.68 14.15
   4 均 …1 ・3…[・ … 3・79
                  '(18)
     古 川 ・大 内:メ タヂ ニ トロベ ンゼ ンに よる ブ タヂ ェ ン系 合成 ゴム の加 硫 に つ い て
               %           躬           %           %
       16 0.73 12、90 0.39、13.29
       1      s6         0.30          14.63           1。27          15.90
      E6 0.32 13.66 1.46 15.12
      W      6         0.64          14.10           1.65          15.75
   大      V      6         0.44          13.20           1.33          14.53
      vr      6         0.45          12.57            1.33           13.90
      皿6 0.82 12.30 1,34 13.64
      櫃  6  0・69 、15・26   1・27   16・53
      1【6 0.66 13.97 097 14.94
            i
   Pt  均 「O・o'6  13・62  1・11  14・84
 この表を通覧 し日照度不十分なる圃揚内部 と外側の第6株 の ものとを封構 して見ると,施 肥
の條件の如何に拘 らす,特,こ タンニンと糖類,糖 類に於ては叉特に非還元糖の大であることが
著 しいことが判 る・非還元糖は蕪糖であると言はれて居るが,蕪 糖の含量が大なれば甘味 も増
加するわけである.第9旺 劃は日照度最大であつて地下及び地上の條件は各株ほ 避同様に良好
と考へ られ る部分で ある鯛 果 して個罐重量の大小に拘 らす成分禽量はほ 穿恒定であつて且つ
優秀なる組成を示 して居るが,こ の一匠劃内に於ても日照度大なる東南側に於て非選元糖が特
に大なる事實は 日照の影響が如何に大なるか 蛾 ロ實に観察せられる・
第5画 劃(鮒 巴料陶 と他の肥料匝 ξの間va於 ける成分組成の差異はこQ實 験結果の範園に
方冬ては指摘 し難い.こ のことは農揚に於て別に行はれた牧量調査の結果を野構 して考へると施
肥の致果が比較 し得る程度に未だ現れないのが至當であるや うに思はれ る・
 本來この栽培試験㊧ 目的は窒素 加里及び燐酸の三要素肥縛試験にある・從つて果實に於け
る三要素配分について比較封構する筈であるがこれに就ては別の機會に報告 したい・
      メ タヂ ニ トロ。ベ ンゼ ンに よ うブ タ ヂエ ン
          系合成 ゴムの加 硫 につい て
              古 川  淳 二
              大 内  重 男
天然 ゴムでは硫黄による他種 々の加硫方法があるがその機構は未 だ確定してゐなV・・合成ゴ
                   (19)
